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『中途退学、不登校に対するＮ学の取り組み」

日本放送協会学園高等学校

校長 賀澤 恵二

１ 「日本放送協会学園（ＮＨＫ学園）高等学校」とは 資料１

～「いつでも、どこでも、誰でも」、そして「世界中どこにいても」

①世界最初の「放送」を利用した、日本最初の「広域通信制高校」。来年度５０周年。

②１５歳から８５歳までの多様な生徒たち

③不登校の生徒に向けた先進の教育－「Do it コース」等

④「放送」と「通信」の融合－「ネット学習」の確立、「海外 e コース」の展開

２ 「学びを継続させる」ことの重要性

～多様な条件・環境にあっても学ぶことができる教育方針を

①中途退学者を作る「安易な特別指導」

②学習継続の視点で生徒にかかわり続ける指導

③生徒ができることから始める不登校対策

④個別に生徒をサポートする視点

３ 思い切った施策展開の必要性

～中途退学者を作らず、不登校生徒に寄り添う指導を

①「Do it コース」 資料２ 資料３

－不登校生徒等を対象としたシステム（現在、東京と大阪で展開）

②「併修校システム」 資料４

－全日制、定時制の生徒が在籍のまま、通信制を活用して単位を取得できる制度

③「e コ－ス」 資料５

－放送視聴とインターネットを併用した学習でスクーリング減免を適用

④「海外 e コ－ス」 資料６ 資料７

－海外在住の生徒が、放送、ネットを活用し、スクーリングを国内で実施

⑤「中学生推薦入学制度」 資料８

－中学新卒の生徒が、全日制希望の生徒と同時期に、進路を確定できる制度。

⑥「東日本大震災被災者特待生制度」 資料９

－被災生徒を授業料等無償で受け入れる。現在４０名。

４ 通信制「教育」の可能性 資料１０ 資料１１ 資料１２

～「興味・関心の実現と高校生活」「人生の忘れ物」「被災地対策」「リメディア教育」「不登校中学生へ

の通信講座」（社会教育）、「もう一度学ぶ○○」（社会教育）

５ 最後に

～私立通信制「高校」の光と影
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平成 23 年度海外ｅコース生 １１カ国１５名 

 

・Ａくん 中  国    漢方学・針灸学を学びたく、中国・広州へ。 

・Ｂさん 中  国    父親の転勤により中国・上海へ一家転住。 

・Ｃくん 中  国    囲碁修行をするために単身中国・天津へ。 

・Ｄくん イギリス    父親のイギリス転勤のためしばらく帰国できず。 

・Ｅさん イギリス    バレエダンサーになるため、イギリスのバレエ学校に留学。 

・Ｆさん アメリカ    急遽決まった父親の転勤により一家転住。 

・Ｇくん アメリカ    父親の海外勤務に伴いアメリカ・ソルトレイクシティーに転住。 

・Ｈくん ド イ ツ   サッカー留学のために単身でドイツへ。 

・Ｉさん ベルギー    バレエ留学をするためにベルギーへ。 

・Ｊさん メキシコ    メキシコの現地校に通っているが、日本の大学に入学したいため本校へ。 

・Ｋくん ブラジル    サンパウロに在住、インター校の欠員がないため本校へ入学。 

・Ｌさん オーストラリア バレエ留学のためにオーストラリアに転住。 

・Ｍくん マレーシア   父親の海外転勤により家族全員で転住 

・Ｎくん バンコク    中３の時に宮崎からバンコクの日本人学校に転校。 

・Ｏくん シンガポール  父親の転勤に伴いシンガポールに転住。  

資料７ 



資料８




